
　新型コロナウイルス患者が日本国内で発生してから、1年以
上が経過しました。歴史を紐解きますと、いわゆる“疫病”と
して一度に多くの方が同じ病気に罹ることがありました。しか
し、私を含め今生きている日本人としては、生まれて初めての
経験です。このため、日本全体が右往左往しているのと同様、
医療機関も手探りの状況で日々対応に追われています。
　そもそも新型コロナウイルス感染に関する治療の中心は、肺
炎の治療です。このため当院のような総合病院の場合は、内
科、中でも呼吸器内科の担当になります。ところがここまで患
者数が増加しますと、呼吸器内科のみならず全ての内科の医師
でも対応しきれないため、外科系の医師も治療を担当していま
す。これだけでも、医療現場が混乱していることが解っていた
だけるかと思います。
　また目に見える当院の変化としましては、入り口での体温測定、PCR検査機器の導入、発熱
者外来の設置、全ての入院患者さんへのPCR検査の実施、入院患者さんとの面会制限等が挙げ
られます。少し大袈裟に言うと、1年前とは違う病院になりました。
　それでも、新型コロナウイルスは未だに猛威を振るっています。当院が所属する白山石川医
療企業団の基本理念の一つである、“期待にこたえられる良質な医療・介護に努めます”の達
成が非常に困難な状況です。
　この現状を打破してくれる希望の光が、ワクチンの接種です。当院は本年４月に職員の接種
を行い、５月からは近隣の医療従事者の方の接種と、白山市・野々市市の高齢者集団接種会場
への医師・看護師の派遣を行っています。さらに接種後に副反応が出現した場合の専門的な医
療機関という位置づけで、住民の皆様のワクチン接種をサポートさせていただきます。一般論
としましては、ワクチンの副反応の可能性と実際に新型コロナウイルスに感染した場合の症状
とを天秤にかけますと、間違いなくワクチン接種がお勧めです（持病のある方は、かかりつけ

医に確認してください）。
　最後に日常生活についてのお願いです。マ
スクを着用し、3密（換気の悪い密閉空間、
多数が集まる密集場所、間近で会話や発声を
する密接場所）を避けていただくことになり
ます。このうちご自身の心掛けでできること
は、マスクの着用です。マスクを着けるという
より、外さないことの徹底をお願いします。
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安心して暮らせる“まちづくり”をめざし、診療部を中心に病院

全体で安心・安全・思いやりの医療に努め、更なる連携強化を図り、

地域包括ケアシステムの構築を目指していきます。

白山石川医療企業団基本理念
私たちは、みなさまの健康な生活を
支えるために
○期待にこたえられる良質な医療・
　介護に努めます
○安心・安全で信頼される医療に
　努めます
○切れ目のない包括的なケアに努め
　ます
平成22年4月1日制定
平成27年4月1日改定

公立松任石川中央病院基本方針
私たちは、地域の中核病院として
○ぬくもりとおもいやりの医療・介護に努め
　ます
○みなさまの権利と尊厳を尊重します
○みなさまの立場に立った医療・介護を実践
　します
○高度医療・救急医療体制の充実強化に努め
　ます
○日々研鑽し医療水準の向上に努めます
○医療・保健・福祉機関との連携を推進します
○健診事業・健康増進事業の充実に努めます
平成17年4月1日制定　平成22年4月1日改定
平成27年4月1日改定　令和2年4月1日改定


